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１ 本報告書について 

 

  県は，みやぎ観光創造県民条例（平成 23年宮城県条例第 8号。以下「条例」という。）第 12条第 1 項の

規定により，観光振興に関する施策を戦略的かつ積極的に推進し，観光王国みやぎの実現を図るため，条例

第 11条各号に掲げる基本方針を踏まえ，観光振興に関する基本的な計画を定めるものとしている。また，

知事は，毎年度，基本計画の実施状況を検証し，これを議会に報告するとともに，公表しなければならない

こととされている。 

  この報告書は，条例第 12条第 3項の規定により，毎年度議会に提出することとされている年次報告であ

る。 

参考：みやぎ観光創造県民条例（平成23年宮城県条例第8号）（抜粋） 

（施策の基本方針） 

第11条 県は，次に掲げる基本方針に基づき，観光振興に関する施策を積極的に推進するものとする。 

（１）魅力あふれる観光地づくり，おもてなしの心の向上等の観光王国みやぎの実現のための取組を，会議の設置等県

民総参加による運動として進めること。 

（２）恵まれた自然，歴史，文化，景観，食，温泉その他の観光資源の保全，創造及び活用の取組への支援及び促進を

図り，国際競争力及び国内競争力の高い魅力ある観光地の形成を図ること。 

（３）観光に関する施設の整備，道路の整備，交通機能の充実その他の観光に関する社会基盤の整備を促進すること。 

（４）観光事業者への必要な情報提供等の支援，観光事業者相互の連携及び観光事業者と産業観光など地域産業との連

携の促進等により観光産業の競争力を強化することで，観光事業者の育成及び経営基盤の強化を図ること。 

（５）観光事業に従事する者等の知識及び能力の向上，観光ボランティア等の育成その他の観光振興に寄与する人材の

育成に関する取組を促進すること。 

（６）大学等が観光振興に寄与する人材の育成等のために実施する教育活動へ協力すること。 

（７）外国人観光客の受入環境の整備，市町村，近隣の県等との広域的な連携による取組その他の多様な誘客活動によ

り，東アジアをはじめ海外からの観光客を積極的に誘致し，国際観光の振興及び国際相互交流を促進すること。 

（８）多様な媒体を活用した国内外への戦略的な観光情報の発信その他の情報発信の充実のために必要な施策を実施す

ること。 

（９）グリーンツーリズムの更なる推進，スポーツツーリズム，コンテンツツーリズム，ヘルスツーリズム，エコツー

リズム等の新しい観光分野の開拓，会議，展示会，映画撮影等の誘致及び観光客の受入態勢の整備等の取組を充実す

ること。 

（10）県民等が主体となって行う食，文化，音楽，芸術等に関するイベント等との連携を図るとともに，これらのイベ

ント等に対する必要な支援を行うこと。 

（11）高齢者，障がい者及び外国人をはじめすべての観光客が安全に，安心して，快適に観光を楽しむことができる態

勢の整備を促進すること。 

（12）観光地における生活環境の美化並びに良好な景観の保全及び形成を促進するために必要な支援を行うこと。 

（13）県民総参加による観光振興に取り組む意識を高めるため，観光に関する広報活動，教育活動等を積極的に実施す

ること。 

（基本計画） 

第12条 知事は，観光振興に関する施策を戦略的かつ積極的に推進し，観光王国みやぎの実現を図るため，前条に掲げる

基本方針を踏まえ，観光振興に関する基本的な計画(以下「基本計画」という。)を定めるものとする。 

２ 知事は，基本計画を定めるに当たっては，市町村，県民等の意見が反映されるよう必要な措置を講ずるとともに，宮

城県産業振興審議会に諮問するものとする。  

３ 知事は，毎年度，基本計画の実施状況を検証し，これを議会に報告するとともに，公表しなければならない。 
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２ 観光王国みやぎの実現とみやぎの観光の再生に向けた取組 

 

  県では，平成 23年度から平成 25年度までを計画期間とする基本計画「第２期みやぎ観光戦略プラン」（平

成 23年 3月策定）を定め，条例の基本方針を踏まえながら，「地域が潤う，訪れてよしの観光王国みやぎの

実現」のための５つの戦略プロジェクトに基づき，幅広く各種施策を実施している。また，併せて，平成

23 年 3 月 11日に発生した東日本大震災による甚大な被害からの観光分野の復旧・復興関連事業の推進を図

った。 

  平成 24年度の実施状況報告においては，この５つの戦略プロジェクトごとの事業とともに，震災復興計

画に基づき，「多様な魅力を持つみやぎの観光の再生」の取組を示すものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光王国みやぎの実現に向けた５つの戦略プロジェクト】 

みやぎの魅力向上プロジェクト 

→ 国内外の魅力ある観光地の中から宮城を選んで，訪れて，宿泊して
いただけるよう，宮城の魅力の向上，魅力の発信を実施 

広域観光充実・域内流動促進プロジェクト 

→ 観光客の宮城県・東北の域内での流動化を促進し，広域観光を充実。
また，宮城県のゲートウェイ機能を強化し，東北の広域観光ルートの
整備を実現 

インバウンド強化プロジェクト 

→ 宮城県への外国人観光客が増加するよう，誘客プロモーション活動
の強化，外国人観光客にとって宮城県が訪れやすくなるような態勢の
整備等を実施 

関東以西からの誘客強化プロジェクト 

→ 関東以西から多くの観光客が宮城・東北を訪れていただけるよう，
情報発信，誘客キャンペーンの実施等により認知度の向上を実現 

アクティブ・シニア等の受入態勢充実プロジェクト 

→ 今後増加が見込まれるアクティブ・シニア，障害者の方などにとっ
て訪れやすい観光地となるよう施設整備や観光を支援する人材の育成
を実施 

地
域
が
潤
う
、
訪
れ
て
よ
し
の
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現 

震災復旧・復興関連事業 

→ 東日本大震災による観光自粛，風評被害の影響を払拭し，観光施設
等の早期復旧，国内外からの観光客入込数の早期回復を実現 

震 災 前 の
水 準 の 回
復 を 目 指
す 

【多様な魅力を持つみやぎの観光の再生】 
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３ 「第２期みやぎ観光戦略プラン」の数値目標について 

 

  「第２期みやぎ観光戦略プラン」では，観光客の入込数を増加させ，外国人観光客を含めた宿泊観光

客を増やすことにより，観光による消費を増やすことを目標とし，平成 25年における数値目標を設定

した。 

  しかし，平成 23年 3月 11日に本県を襲った東日本大震災により，本県は沿岸部を中心に極めて甚

大な被害を受け，観光分野においても，多くの観光施設・事業者が壊滅的な被害を受けた。県は，未

曾有の大災害から復興を成し遂げるために平成 23年 10月に策定した「宮城県震災復興計画」に基づ

き，被災者の方々の生活支援と被災地の復興に最優先に取り組み，県民生活を一日も早く回復させる

ため，重点的に復旧・復興事業に取り組むこととしている。 

  このような状況の変化を踏まえ，「第２期みやぎ観光戦略プラン」で設定した数値目標については，平

成 25年度までに震災前の水準に戻すことを目指して修正した。 

 

 

第１期プラン 

（平成 19～22年度） 

目標（平成 22年時） 

第２期プラン 

（平成 23～25年度）

目標（平成 25年時） 

 
第２期プラン 

目標の修正 

（平成 25年までに震災前

の水準に戻す） 

① 観光客入

込数 
6,000万人 6,500万人 6,129万人 

② 宿泊観光

客数 
1,000万人 

900万人 

（将来的には 1,000万人

を目指す） 

805万人 

③ 外国人観

光客宿泊

者数 

－ 20万人 11万人 

④ 観光消費

額 
6,000億円 6,300億円 5,387億円 

 

 

 

修正 
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※H21年度観光動態調査報告書の平均消費単価を用いた場合，H24の観光消

費額は 4,544億円となる。 

※H24の外国人観光客宿泊数は，観光庁の平成 24年第 1～4四半期の調査結

果（暫定値）を合計した。 

宿泊観光客数（単位：万人） 

 

・平成 24年の「観光客入込数」は 5,144万人で，震災の影響で大幅に落ち込んだ前年に比べて 828万人，約２

割増加した。震災前の平成 22年との比較では，約 84％の水準まで回復した。 

観光客入込数（単位：万人） 

・平成 24年の「宿泊観光客数」は 888万人で，復興需要の影響を受けて大きく伸びた前年からさらに 46万人，

5.4％増加した。前年同様，復興関連需要の影響が大きいと考えられる。 

外国人観光客宿泊者数（単位：万人） 

・平成 24年の「外国人観光客宿泊者数」は 8.8万人で，原発事故の影響等で激減した前年から 3.4万人，約６

割増加したが，震災後の全国の回復状況とは異なり，震災前の平成 22年の水準の約 55％に止まっている。 

観光消費額（単位：億円） 
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・平成 24年の「観光消費額」は 4,028億円で，前年から 400億円，約１割減少した。前年から観光客数は増え

たものの，平均消費額が前回（平成 21年度）調査時から減少していることが影響している。 
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５ 平成 24年度事業の実施状況 

  観光は，第１次から第３次産業までの裾野が広い総合産業であり，経済波及効果や雇用効果の大きい分野

であることから，宮城県の地域経済をけん引する大きな役割を担っているとともに，「住んでよし」，「訪れ

てよし」の魅力ある地域づくりのために極めて重要であると位置づけて，「観光王国みやぎ」の実現を目指

して戦略的に観光振興施策を推進している。 

  東日本大震災からの復旧・復興の２年目となった平成 24年度は，東日本大震災と福島第一原子力発電所

事故の影響を受けて激減した観光客の回復に向けて，甚大な被害を受けた観光施設等の復旧・再生に向けた

支援を継続するとともに，観光復興キャンペーン等を展開して国内外からの観光客の誘致を図るなど，観光

の再生・復興に重点的に取り組んだ。 

 

事業   

項目 

事業数 

(再掲含) 

事業費計（決算見込

額，再掲分除く） 

（１）みやぎの魅力向上プロジェクト 29事業  

（２）広域観光充実・域内流動促進プロジェクト 14事業 

（３）インバウンド強化プロジェクト 8事業 

（４）関東以西からの誘客強化プロジェクト 10事業 

（５）アクティブ・シニア等の受入態勢充実プロジェクト 5事業 

（６）震災復旧・復興関連事業 17事業 

合計 83事業 14,680,834千円 

 

（１）みやぎの魅力向上プロジェクト 

国内外の魅力ある観光地の中から宮城を選んで，訪れて，宿泊していただけるよう，宮城の魅力の向

上，魅力を発信するための取組を実施したもの。 

平成 24年度は，震災で落ち込んだ観光客数を震災前以上の水準まで回復させるため，平成 25年春に

予定している「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）」のプレキャンペーンとして，平

成 24年 4月から 6月にかけて「仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーン」を実施した。 

また，観光資源や食材・物産，復興の状況などの宮城の観光情報を，県内各地での物産展や東京のア

ンテナショップのほか，テレビやインターネット，ソーシャルメディア等を活用して広くＰＲするとと

もに，震災体験を語り継ぐ「語り部」ガイドの育成や観光関係者研修会などの人材育成，登山道や観光

案内板の表示修正等の基盤整備に取り組んだ。 

 

  （単位：千円） 

事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況 

事業概要 平成２４年度実施状況 

インターネットによる

観光情報の提供 

（観光課） 

1,723 

（1,556） 

インターネットを活用して宮城

の観光の魅力を発信し，宮城県へ

の誘客を図る。 

・ホームページに観光情報データベース

や観光地の画像を提供するシステムを

運営し，本県の観光の魅力を全国に発信 

「みやぎ伊達な観光マップ」アクセス数 

23万 8,220件 

「デジタルフォトライブラリー」ダウン

ロード件数 31,636 件 

県外向け広報事業 

（広報課） 

24,128 

(23,876) 

 県外向けの広報番組を放送し，宮

城の観光資源や食材・物産，復興の

状況等をＰＲする。 

・BSテレビによる広報番組の制作・放送 

 放送局：BS-TBS 

 放送時間：毎週月曜 19:54～20:00 

 放送回数：年 51回（うち 13回は再放送） 

 平均視聴率：2.3% 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況 

事業概要 平成２４年度実施状況 

宮城県メールマガジン

「メルマガ・みやぎ」 

（広報課） 

101 

（93） 

みやぎをよく知ってもらい，本

県のイメージアップに寄与するた

め，毎週１回，メールマガジンを

発行する。 

・県内の旪な情報を紹介 

 イベント情報 

 県地方振興事務所からの復興情報 

 観光課からの DC 情報 

（平成 25 年 3 月末現在登録者数 6,025

名） 

宮城県フェイスブック 

（広報課） 

0 

（0） 

 県内・県外の若年層を中心とし

たフェイスブック利用者に向け

て，観光・物産の紹介等によりみ

やぎの魅力を PR する。 

・県内イベント情報や動画を紹介 

 登録者 1,301 人（平成 25 年 3 月現

在） 

閲覧者 延べ 770,398回（ 〃 ） 

宮城県ホームページ 

（広報課） 

2,248 

（2,248） 

本県の最新の県政ニュースや各

種イベントについて，トピックス

やニュースクリップ，報道発表資

料等を随時更新し，情報発信する。 

・平成 24 年度から CMS を導入し，弱視

等障害者向けに情報提供を行う。（アク

セシビリティー・ユーザビリティー） 

・アクセス数 月平均３０万（トップペ

ージ） 

※CMS導入により平成 24年 11月から集

計。 

みやぎ夢（絆）大使 

（広報課） 

827 

（690） 

本県のイメージ向上を図るた

め，県外に居住する本県にゆかり

のある方々に，みやぎの魅力をＰ

Ｒしていただくとともに，提言な

どをいただく。 

・日常の活動の中で，本県の魅力・情報

等のＰＲや県産品の良さの普及・宣伝な

どを行っていただいた。 

・年度中途の平成 25 年 1 月からみやぎ

夢大使からみやぎ絆大使へ名称変更。 

県産ブランド品確立支

援事業 

（食産業振興課） 

9,525 

(7,630) 

宮城県の観光のＰＲポイントで

ある農林水産物から多数の県産ブ

ランド品が創出されるよう支援す

る。 

・県産食材を使用し，消費者等を対象と

した首都圏の有名ホテル等で「食材王国

みやぎフェア」（6回（275日）），料理人・

バイヤー等を対象に生産現場へ招へい

する「みやぎ食材出会いの旅」（8 回）

を実施 

・宮城県認証食品では新たに 9 事業者

19 商品を認証し差別化商品の創出を支

援 

・意欲ある中小企業事業者と，製造する

新・既存商品のモニタリング調査（10

社 10商品・1商品当たり 70人モニター）

を実施しマーケティングの重要性を意

識付けすると同時に，モニターとなる消

費者にその商品の評価・情報を発信して

いただくなど，ブランド確立に向けた取

組を支援 

地域イメージ確立推進

事業 

（食産業振興課） 

9,534 

（7,708) 

宮城県の観光のＰＲポイントで

ある食について「食材王国みやぎ」

の看板の下に情報を集約し，県内

外に向けて強力に情報を発信す

る。 

・知事等のトップセールスによる「食材

王国みやぎ」のＰＲを積極的に展開 

・県産食材の認知度向上のため，「食材

王国みやぎウェブサイト運営事業」とと

もに，閲覧者側の使い勝手の悪くなって

いたウェブサイト「食材王国みやぎ」の

改修・リニューアルを行い，インターネ

ットを通じた食関連情報を総合的に全

国へ発信 

首都圏県産品販売等拠

点運営事業 

（食産業振興課） 

154,787 

（154,341） 

東京アンテナショップ「宮城ふ

るさとプラザ（東京都豊島区東池

袋）」において宮城県の物産や観光

に関する情報を発信し，首都圏に

おける販路の拡大支援による県内

食品製造業の振興と観光ＰＲの強

化による本県への観光客の増加を

図る。 

・県産品の販売に加え，「宮城ふるさと

プラザ」活動強化５か年プランに基づ

き，アンテナ機能の一層の発揮に向け取

り組んだ。 

年間売上額：456,130千円 

年間買上客数：256,241人 

・施設内に設ける観光情報コーナーで情

報を発信するとともに，ショーウィンド

ウに大型モニター・外部スピーカーを設

置し，宮城の物産や観光に関する情報を

発信 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況 

事業概要 平成２４年度実施状況 

いしのまき地域交流拡

大支援事業 

（東部地方振興事務所） 

0 

（0） 

いしのまき地域ＰＲサポーター

を募り，サポーターが実施する情

報発信に対して，情報提供などの

支援を行う。 

・ＰＲｻﾎﾟｰﾀｰの新規登録者数 14人 

（登録者総数 48人(うち女性 18人)） 

・情報提供回数：計 11回 

〈期間別〉 

平成 24年４月～６月：２回 

７月～９月：３回 

10月～12月：４回 

平成 25年１月～３月：２回 

首都圏キャラバン 

（東部地方振興事務所） 

269 

（296） 

首都圏において震災復興支援へ

の感謝を示すとともに４月から開

催される仙台・宮城 DC の PR イベ

ントを開催 

・開催日：平成 25年 3月 11日(月) 

             ～17(日) 

場所：東京駅他  

物販 3店舗総売上げ約 1,250千円 

仙台における復興の市

開催 

（東部地方振興事務所） 

333 

（333） 

大消費地である仙台市内におい

て管内の特産品のＰＲ及び物販 

【催事名】 

①うまいもの市 

②へそまつり 

・うまいもの市 

開催日：平成 24年 10月 22日(月) 

           ～23日(火) 

場所：勾当台公園・市民広場， 

出店者 10者，総売上 899千円 

来場者延べ 4,500人 

・へそまつり 

開催日：平成 24年 9月 19日(水) 

            ～20(木) 

場所：勾当台公園・市民広場 

出店者 14者，総売上 751千円 

来場者数延べ 11,500人  

おらほの復興市 

（東部地方振興事務所） 

14 

（14） 

管内で開催されるイベントで観

光ＰＲコーナーの設置及び被災地

の写真展示を行い地域の観光情報

を発信するもの。 

・開催日：平成 24年 11月 11日(日)  

場所：ｻﾝﾌｧﾝﾊﾟｰｸ 

来場者数約 2,000人 

 民間団体主催，実行委員として参画

し，観光ＰＲを実施 

旨いもの逸品支援事業 

（東部地方振興事務所） 

492 

（492） 

管内の観光資源の開発や評価向

上のためのＰＲイベントおよびＰ

Ｒツールの作成 

①復興いしのまき丼へのＰＲ支援 

②復興弁当開発支援 

③食材パンフ作成 

④第３回いしのまきスイーツコン

テスト 

・復興いしのまき丼へのＰＲ支援 

「復興いしのまき丼」ＰＲポスターを

作成・配布した。作成部数100部，販

売数約4,000食（推計） 

・復興弁当開発支援 

商品名：みやぎ石巻大漁宝船弁当開発

支援，試食会の開催（NRE(株式会社日

本レストランエンタプライズ)への協

力） 

販売期間（含予定）：平成25年 

     3月1日(金)～6月30日(日) 

・食材パンフ作成 

「頑張る石巻地域！の逸品」ﾊﾟﾝﾌ作成

（作成部数10,000部） 

・いしのまきスイーツフェア開催(第３

回ｽｲ-ﾂｺﾝﾃｽﾄ出品作他出展) 

開催日：平成24年11月2日(金) 

           ～4日(日) 

場所：ｲｵﾝﾓｰﾙ石巻店， 

４店舗参加，総売上約640千円 

仙台・宮城観光キャン

ペーン推進事業 

（観光課） 

0 

(0) 

※県負担金

は，Ｈ２３

度予算で対

応（60,000

千円） 

 県内外の一般消費者及び旅行エ

ージェントや報道関係者などに対

し，本県の観光の情報や復興の状

況を正確に伝えることにより観光

客の誘致を図るため，関係自治体

等と協力して短期集中型の観光キ

ャンペーンを実施する。 

・翌年に控えた DCのプレキャンペーンとし

て，仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーン

を開催した。また，DC に向けては，全国販

売促進会議，旅行商品造成キャラバン，販

売促進キャラバンなどを実施するとともに，

市町村や民間団体と一体となって，観光

資源を磨き上げ，旅行商品への提案（提

案数 1,124 件）を行うなど，事前の準備活

動を行った。 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況 

事業概要 平成２４年度実施状況 

みやぎの観光イメージ

アップ推進事業 

（観光課） 

1,219 

(1,087) 

 高まりつつある宮城の知名度を生

かしながら，更なるイメージアップを

図り，国内からの観光客等の誘致を

促進する。 

・北海道からの教育旅行の誘致のため，学

校の先生と旅行会社を対象とした説明会

を，仙台市，宮城県観光連盟，仙台観光コ

ンベンション協会とともに開催した。 

（札幌，函館 2回） 

フィルムコミッション

推進事業 

（観光課） 

2,385 

(2,385) 

テレビ映像等によるシティセー

ルスを行い，宮城県の知名度を向

上させ，もって宮城県への観光客

の誘客を図る。 

・せんだい・宮城フィルムコミッション

へ補助を行い，映画，テレビ番組，コマ

ーシャル等のロケーション撮影の支援

及び誘致の取組を支援 

（支援件数 122 件 撮影実績 25 件） 

観光に関する調査 

（観光課） 

6,700 

(6,279) 

宮城県を訪れる観光客の人数，

目的等を調査・分析し，その結果

を踏まえて，宮城県への誘客を戦

略的に実施する。 

・県観光統計概要調査による観光客入込

等の把握と観光動態調査(3 年に１回)に

よる消費動向等の調査・分析 

・全国共通基準に基づく入込調査等 

観光立県みやぎ戦略推

進事業 

（観光課） 

540 

（365） 

観光地づくりへの観光関係団

体，観光関連事業者だけでなくそ

の他の産業の従事者や県民に参加

を促進するための取組を実施す

る。 

・みやぎ観光創造県民条例に基づき設置

する，有識者，観光関連事業者，関係団

体，ボランティア等の県民による県民会

議を開催し（２回），「観光王国みやぎ」

実現のための施策等についての意見聴

取を行った。第２回目においては，25

年度中の策定を予定している第 3 期観

光戦略プランに向けての意見を聴取し

た。 

みやぎエコ・ツーリズ

ム推進事業 

（観光課） 

9,900 

（6,918） 

 エコの視点を取り入れた観光施

策を実施し，観光地の環境保全を

図りながら，エコに関する県民意

識の向上を促す。 

・エコの視点を取り入れたエコツーリズ

ムの確立に向け，モニターツアーを実施

した。（５社） 

・県内におけるエコツーリズムの情報共

有と，エコツーリズムに関する意識醸成

のため，みやぎエコフォーラムを開催し

た（１回）。 

観光ガイド「語り部」

育成研修会 

（東部地方振興事務所） 

82 

（82） 

防災教育や震災体験を語り継ぐ

学びのガイドの育成研修会を開催 

・開催日:平成 24年 7月 18日（水） 

場所:石巻合庁他 

参加者：23名 

いしのまき地域観光振

興セミナー 

（東部地方振興事務所） 

515 

（515） 

管内の観光業関係者を対象に

「観光で復興」をテーマとしてセ

ミナーを開催 

・開催日:平成 24年 7月 18日（水） 

場所：石巻専修大学 

参加者：140名 

その他：セミナー終了後に参加者の交

流会開催 

金華山島森林復元事

業，栗駒山自然景観保

全修復事業，蒲生干潟

自然再生推進事業，伊

豆沼・内沼自然再生推

進事業 

（自然保護課） 

32,356 

(25,977) 

 宮城県の魅力である自然環境の

保護及び再生を図る。 

・金華山島の森林生態系を保護するため

の防鹿柵の設置や，伊豆沼・内沼の自然

再生のための調査，試験施工，モニタリ

ング等を実施 

（蒲生干潟自然再生推進事業は東日本

大震災の影響により休止） 

グリーン・ツーリズム

促進支援事業 

（農村振興課） 

5,332 

(3,524) 

 都市住民と農山漁村の住民が，

交流活動を通じて互いに支え合

い，関係者全員が前向きに楽しく

活動を継続できるグリーン・ツー

リズムを目指し，推進環境の整備，

人材育成，情報発信，地域活動の

活性化に係る支援を行う。 

・グリーン・ツーリズム推進活動事業 

相談窓口設置，普及啓発，人材育成，

起業支援，観光業者等との連携調整 

・グリーン・ツーリズムアドバイザー派

遣事業 

 知識や経験が豊富なアドバイザーの

派遣による現地指導等（２３件） 

景観の保全に関する取

組 

（都市計画課） 

1,497 

(610) 

 自然や歴史的な街並みなど宮城

県内の個性ある資源を積極的に生

かしながら，良好な景観の形成を

図る。 

・景観シンポジウムを開催し，景観形成

に関する普及啓発を行った。 

・景観アドバイザーの派遣等により，市

町村の景観形成への取組を支援した。 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況 

事業概要 平成２４年度実施状況 

みやぎ観光戦略受入基

盤整備事業 

（観光課） 

48,000 

（45,497） 

 高齢者，子どもづれの人，外国

人等，あらゆる観光客の安全な利

用に配慮した自然公園施設の再整

備や，観光客が広域的に移動しや

すい環境整備のため，観光案内板

等を整備する。 

・蔵王秋山沢線の登山道整備を行った。 

・蔵王エコーラインと接続する澄川の観

光道路の補修を行った。 

・面白山・刈田岳・硯石線登山道整備の

ための測量設計を行った。 

・広域観光案内板の表示修正（震災で休

廃止している施設の注意表示）を行っ

た。また，ミニ観光案内所の看板デザイ

ンを H25 デスティネーションキャンペ

ーンのコンセプトデザインに一新した。 

道路整備事業 

（道路課） 

11,090,000 

(10,948,040) 

 交通体系を整備し，観光地への

アクセスを容易なものとする。 

・三陸縦貫自動車道，常盤自動車道，み

やぎ県北高速幹線道路等の道路網の整

備 

観光地案内板等の設置 

（道路課） 
- 

 交通体系を整備し，観光地への

アクセスを容易なものとする。 

・東日本大震災により,看板設置計画に

ついて一時中止。 

 今後,新たなまちづくりとの整合を図

りながら ,看板設置計画を策定してい

く。 

石巻地域観光推進会議 

（東部地方振興事務

所） 

125 

（125） 

 管内市町・観光団体（構成員 18

名）を対象に観光に関する情報交

換及び研修会を開催（計３回開催） 

・平成 24年 7月 3日(火)石巻合同庁舎 

（講演講師：県観光課職員） 

・平成 24年 10月 3日(水)サンファン館 

（講演講師：民間講師） 

・平成 24 年 12 月 21 日(金)石巻合同庁

舎（講演講師：南三陸町職員） 

 

（２）広域観光充実・域内流動促進プロジェクト 

観光客の宮城県・東北の域内での流動化を促進し，広域観光の充実を図るとともに，宮城県のゲート

ウェイ機能を強化し，東北の広域観光ルートの整備等の取組を実施したもの。 

平成 24年度は，広域的な観光の推進のため，市町村及び近隣の県と連携した観光ＰＲイベントの実

施や広域観光ルート案の検討，広域周遊ガイドマップの作成のほか，インターネット等での情報発信な

どに取り組んだ。 

  （単位：千円） 

事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

インターネットによる

観光情報の提供（再掲） 

（観光課） 

1,723 

（1,556） 

インターネットを活用して宮

城の観光の魅力を発信し，宮城県

への誘客を図る。 

・ホームページに観光情報データベース

や観光地の画像を提供するシステムを

運営し，本県の観光の魅力を全国に発信 

「みやぎ伊達な観光マップ」アクセス数 

23万 8,220件 

「デジタルフォトライブラリー」ダウン

ロード件数 31,636 件 

仙台・宮城観光キャンペ

ーン推進事業（再掲） 

（観光課） 

0 

(0) 

※県負担金

は，Ｈ２３度

予算で対応

（60,000 千

円） 

 県内外の一般消費者及び旅行

エージェントや報道関係者など

に対し，本県の観光の情報や復興

の状況を正確に伝えることによ

り観光客の誘致を図るため，関係

自治体等と協力して短期集中型

の観光キャンペーンを実施する。 

・翌年に控えた DCのプレキャンペーンとし

て，仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーン

を開催した。また，DC に向けては，全国販

売促進会議，旅行商品造成キャラバン，販

売促進キャラバンなどを実施するとともに，

市町村や民間団体と一体となって，観光

資源を磨き上げ，旅行商品への提案（提

案数 1,124 件）を行うなど，事前の準備活

動を行った。 

東北観光推進機構等と

連携した広域観光の取

組強化 

（観光課，東北観光推進

機構） 

15,000 

（15,000） 

※東北観光

推進機構負

担金 

 東北地方への誘客を図るため

に，東北観光推進機構等と連携し

た取組を実施する。 

・東北の認知度をアップさせ，国内外か

らの観光客の誘致を推進するため，国内

におけるフォーラムの開催や，国外にお

ける各種プロモーションの実施などを，

一体となって実施した。 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

みやぎ蔵王三十六景推

進事業 
（大河原地方振興事務所，

管内市町村 他） 

687 

（1,338） 

 食と観光のブランド化を目指

し，みやぎ蔵王三十六景の認知度

を向上させて仙南地域の地域振

興を図る。 

・JR仙台駅でキャンペーン開催（3回） 

・「地域の逸品」の推奨（新規 1商品） 

・小十郎の郷（白石市）で仙南旨いもの

市開催（出展数 16者） 

・図画コンクール開催（応募数 134点） 

仙山交流連携促進事業 
（仙台地方振興事務所，山

形県（村山総合支庁）） 

450 

(445) 

 仙台地域と山形県村山地域と

の圏域を越えた広域的な連携促

進を実施する。 

・仙山交流味祭などにおける両圏域の相

互の情報発信 

・両圏域 28市町村等で構成する「仙台・

やまがた交流連携促進会議」が山形県村

山支庁主催で開催され，東日本大震災に

おける相互支援をはじめとする地域間

連携の効果について話し会いを行った。 

・パンフレット等の相互配架 

仙台地域観光推進事業 
（仙台地方振興事務所） 

992 

(1,151) 

 仙台圏域における広域観光を

推進する。 

・震災からの復興を支援するため，大和

町「まほろば夏まつり」において「大和

復興市」を開催し，観光ＰＲコーナーに

おいて，管内の観光情報を発信 

・黒川地域３町１村（大和町，大郷町，

富谷町，大衡村）において，「くろかわ

のグルメと観光ガイドマップ」を作成 

・塩竈・松島地域３市３町（塩竈市，多

賀城市，東松島市，松島町，七ヶ浜町，

利府町）において，「松島湾岸周遊ガイ

ドマップ」を作成 

・塩竈・松島地域３市３町において，観

光担当者のための広域観光情報を整理

した手持ち資料である「松島湾岸ガイド

ブック」を更新 

最上・雄勝・大崎連携交

流事業 
（北部地方振興事務所，山

形県（最上総合支庁），秋

田県（雄勝地域振興局）） 

460 

（351） 

大崎地域と山形県最上地域・秋

田県雄勝地域との圏域を越えた

広域的な連携促進を実施する。 

・観光情報の発信（ブログの運営，観光

エージェント訪問）及び合同観光ＰＲイ

ベント「東北のへそ観光まつり」を実施。 

岩手・宮城県際広域観光

推進事業 
（北部地方振興事務所栗

原地域事務所，東部地方振

興事務所登米地域事務所，

気仙沼地方振興事務所，岩

手県（県南広域振興局），

沿岸広域振興局） 

0 

（0） 

岩手県と宮城県との県際地域

における広域観光の推進を図る。 

・県際広域観光パンフレット「南いわ

て・北みやぎ観光ガイドブック～復興

応援版～」の発行 

・岩手・宮城県際広域観光推進研究会公

式サイト「南いわて・北みやぎ観光サ

イト案内所」におけるイベントカレン

ダーの掲載 

・県際地域の教育旅行，回遊ルート原案

作成 

・観光案内所におけるパンフレット等の

相互配架 

・観光ボランティアガイド等を対象とし

た観光ボランティア研修会の開催 

・外国人観光客の受入促進に向けた研修

会の開催 

・東日本大震災後の観光資源及び宿泊施

設の営業状況に関する調査実施 

県際交流事業 
（大河原地方振興事務所，

山形県（置賜総合支庁），

福島県（相双地方振興局，

県北地方振興局）） 

0 

(0) 

仙南地域に隣接する福島県及

び山形県と連携した観光施策を

推進する。 

・パンフレット等の相互配置 

栗駒山麓広域連携事業 

（栗原地域事務所，岩手県

（県南広域振興局），秋田

県(雄勝地域振興局)） 

560 

(273) 

栗駒山麓３県（岩手県一関地

域，秋田県雄勝地域，宮城県栗原

地域）の関係者が連携し，温泉を

主要テーマとした観光ＰＲ活動

を展開する。 

・栗駒山麓湯めぐり回廊パンフレットの

作成（３県連携） 

・紅葉時期の渋滞緩和対策 PR（長者原 SA） 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

登米地域の「食」による

観光復興支援事業 

（東部地方振興事務所

登米地域事務所） 

1,676 

（1,875） 

登米地域の観光の「安全」「安

心」を県内外に発信し,観光自粛

や風評被害の影響を早期に払拭

するとともに,平成25年4月から

実施される仙台・宮城デスティネ

ーションキャンペーンに向けて,

登米地域の「食」を通じた取組に

よる交流人口の拡大や観光によ

る地域経済の活性化を図る。 

・地場産食材を活用した新商品開発

（登き米きバーガー） 

・観光復興情報 PR 支援 

・そぞろ歩き登米マップ改訂増刷 

・登米の体験スポット集改訂増刷 

・油麩丼はっと提供店マップ作成 

・観光施設関係者や飲食店等を対象

とした研修会の開催 

観光立県みやぎ戦略推

進事業（再掲） 

（観光課） 

540 

観光地づくりへの観光関係団

体，観光関連事業者だけでなくそ

の他の産業の従事者や県民に参

加を促進するための取組を実施

する。 

・みやぎ観光創造県民条例に基づき設置

する，有識者，観光関連事業者，関係団

体，ボランティア等の県民による県民会

議を開催し（２回），「観光王国みやぎ」

実現のための施策等についての意見聴

取を行った。第２回目においては，25

年度中の策定を予定している第 3 期観

光戦略プランに向けての意見を聴取し

た。 

道路整備事業（再掲） 

（道路課） 

 

11,090,000 

(10,948,040) 

 交通体系を整備し，観光地への

アクセスを容易なものとする。 

・三陸縦貫自動車道，常盤自動車道，み

やぎ県北高速幹線道路等の道路網の整

備 

観光地案内板等の設置

（再掲） 

（道路課） 

- 
 交通体系を整備し，観光地への

アクセスを容易なものとする。 

・東日本大震災により,看板設置計画に

ついて一時中止。 

 今後,新たなまちづくりとの整合を図

りながら ,看板設置計画を策定してい

く。 

 

（３）インバウンド強化プロジェクト 

宮城県への外国人観光客が増加するよう，誘客プロモーション活動の強化，外国人観光客にとって宮

城県が訪れやすくなるような態勢の整備等の取組を実施したもの。 

平成 24年度は，震災の影響で大幅に減尐した外国人観光客数の回復を図るため，外国人対応の観光

パンフレットやマルチビザの紹介チラシ等を作成するとともに，海外旅行博への出展や海外のマスコミ

や旅行会社等の取材や視察の招聘を通じて，海外に対する正確な情報の発信を行った。 

また，ＭＩＣＥ（国際会議等）についてはコンベンション開催経費の一部を支援し誘致促進を図った。 

  （単位：千円） 

事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

インターネットによる

観光情報の提供（再掲） 

（観光課） 

1,723 

インターネットを活用して宮城

の観光の魅力を発信し，宮城県への

誘客を図る。 

・ホームページに観光情報データベー

スや観光地の画像を提供するシステム

を運営し，本県の観光の魅力を全国に

発信 

「みやぎ伊達な観光マップ」アクセス

数 23万 8,220 件 

「デジタルフォトライブラリー」ダウ

ンロード件数 31,636件 

観光プロモーション・

ツールによる宮城県の

ＰＲ 

（観光課） 

- 

 リーフレット等の観光プロモー

ション・ツールを作成し，外国人観

光客の誘客を図る。 

・外国人対応のパンフレットを新たに

作成したほか，マルチビザを紹介する

チラシの作成や，ＤＣ関連のパンフレ

ットなどを作成し，海外でのＰＲに努

めた。（外国人観光客誘致促進事業と一

体で実施） 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

外国人観光客誘致促進

事業 

（観光課） 

7,500 

(7,156) 

 海外からの観光客誘致促進のため

に各種プロモーション事業を実施す

る。 

・正確な観光情報の発信のため，海外旅

行博（KOTFA，ITF,ITE）への出展やプロ

モーション活動を行った。また，マスコミや

旅行会社等を本県に招請し，取材や視察

を通じた情報発信を行った。 

外国人観光客受入体制

整備事業 

（観光課） 

300 

(300) 

 来県する外国人が気軽で快適な旅

行をすることができるよう，受入体制の

基盤を整備する。 

・宮城県観光誘致協議会とともに，本県へ

の外国人観光客誘致のための研修会を

開催した。（1回） 

東北観光推進機構等と

連携したインバウンド

の取組強化 

（観光課） 

15,000 

（15,000） 

※東北観光

推進機構負

担金 

台湾，韓国，香港，中国などから

の誘客を図るために，東北観光推進

機構等の連携による取組を行う。 

・海外での旅行博覧会への出展や，プ

ロモーション活動，本県へ旅行会社や

マスコミ等を招く招請事業などを，東

北観光推進機構と一体となって実施し

た。 

 また，ＤＣ向けのインバウンド用パ

ンフレットを共同で制作した。（外国人

観光客誘致促進事業と一体で実施） 

コンベンション都市推

進事業 

（観光課） 

2,800 

(2,800) 

本県に国際会議等のコンベンシ

ョンの誘致事業を実施する仙台観

光コンベンション協会に対する支

援を行う。 

・コンベンション開催経費の一部を支

援し開催誘致を促進したもの。 

（大型会議：17件，国際会議：16件 

合計：33件を支援） 

観光立県みやぎ戦略推

進事業（再掲） 

（観光課） 

540 

（365） 

観光地づくりへの観光関係団体，

観光関連事業者だけでなくその他

の産業の従事者や県民に参加を促

進するための取組を実施する。 

・みやぎ観光創造県民条例に基づき設

置する，有識者，観光関連事業者，関

係団体，ボランティア等の県民による

県民会議を開催し（２回），「観光王国

みやぎ」実現のための施策等について

の意見聴取を行った。第２回目におい

ては，25 年度中の策定を予定している

第 3 期観光戦略プランに向けての意見

を聴取した。 

みやぎ観光戦略受入基

盤整備事業（再掲） 

（観光課） 

48,000 

（45,497） 

 高齢者，子どもづれの人，外国人

等，あらゆる観光客の安全な利用に

配慮した自然公園施設の再整備や，

観光客が広域的に移動しやすい環

境整備のため，観光案内板等を整備

する。 

・蔵王秋山沢線の登山道整備を行った。 

・蔵王エコーラインと接続する澄川の

観光道路の補修を行った。 

・面白山・刈田岳・硯石線登山道整備

のための測量設計を行った。 

・広域観光案内板の表示修正（震災で

休廃止している施設の注意表示）を行

った。また，ミニ観光案内所の看板デ

ザインを H25 デスティネーションキャ

ンペーンのコンセプトデザインに一新

した。 
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（４）関東以西からの誘客強化プロジェクト 

関東以西から多くの観光客が宮城・東北を訪れていただけるよう，情報発信，誘客キャンペーンの実

施等により認知度を高める取組を実施したもの。 

平成 24 年度は，関係機関と連携した中部，関西等でのセミナーや観光キャラバンの実施，臨時観光

案内所の設置のほか，「みやぎ観光復興支援センター」で関東以西に向けたボランティアツアーの情報

提供・マッチングを行うなど，宮城の魅力の情報発信と誘客強化に取り組んだ。 

  （単位：千円） 

事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

インターネットによる

観光情報の提供（再掲） 

（観光課） 

1,723 

（1,556） 

インターネットを活用して宮城

の観光の魅力を発信し，宮城県へ

の誘客を図る。 

・ホームページに観光情報データベース

や観光地の画像を提供するシステムを

運営し，本県の観光の魅力を全国に発信 

「みやぎ伊達な観光マップ」アクセス数 

23万 8,220件 

「デジタルフォトライブラリー」ダウン

ロード件数 31,636件 

県外向け広報事業（再

掲） 

（観光課） 

24,128 

(23,876) 

 県外向けの広報番組を放送し，

宮城の観光資源や食材・物産，復

興の状況等をＰＲする。 

・BSテレビによる広報番組の制作・放送 

 放送局：BS-TBS 

 放送時間：毎週月曜 19:54～20:00 

 放送回数：年 51回（うち 13回は再放

送） 

 平均視聴率：2.3% 

仙台・宮城観光キャン

ペーン推進事業（再掲） 

（観光課） 

0 

(0) 

※県負担金

は，Ｈ２３度

予算で対応

（60,000 千

円） 

 県内外の一般消費者及び旅行エ

ージェントや報道関係者などに対

し，本県の観光の情報や復興の状

況を正確に伝えることにより観光

客の誘致を図るため，関係自治体

等と協力して短期集中型の観光キ

ャンペーンを実施する。 

・翌年に控えた DC のプレキャンペーン

として，仙台・宮城【伊達な旅】春キャ

ンペーンを開催した。また，DCに向けて

は，全国販売促進会議，旅行商品造成キ

ャラバン，販売促進キャラバンなどを実

施するとともに，市町村や民間団体と一

体となって，観光資源を磨き上げ，旅行

商品への提案（提案数 1,124件）を行う

など，事前の準備活動を行った。 

東北観光推進機構等と

連携した広域観光の取

組強化（再掲） 

（観光課） 

15,000 

（15,000） 

※東北観光推

進機構負担金 

 東北地方への誘客を図るため

に，東北観光推進機構等と連携し

た取組を実施する。 

・東北の認知度をアップさせ，国内外か

らの観光客の誘致を推進するため，国内

におけるフォーラムの開催や，国外にお

ける各種プロモーションの実施などを，

一体となって実施した。 

みやぎの観光イメージ

アップ推進事業（再掲） 

（観光課） 

1,219 

(1,087) 

 高まりつつある宮城の知名度を

生かしながら，更なるイメージア

ップを図り，国内からの観光客等

の誘致を促進する。 

・北海道からの教育旅行の誘致のため，

学校の先生と旅行会社を対象とした説

明会を，仙台市，宮城県観光連盟，仙台

観光コンベンション協会とともに開催

した。 

（札幌，函館 2回） 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

中部以西からの誘客対

策 

（観光課） 

0 

(0) 

中部以西において，本県の観光

の魅力を発信し，本県への誘客に

つなげる。 

・東北観光推進機構とともに，中部，関

西等でのセミナーを開催したほか，仙

台・宮城観光キャンペーン推進協議会と

ともに，大阪・名古屋キャラバンの実施

や，旅行会社説明会を実施したほか，仙

台商工会議所とともに，福岡での観光セ

ミナーを実施した。 

 また，航空会社と連携して大阪・名古

屋・福岡に臨時観光案内所を設置して観

光ＰＲを行い，本県への誘客を図った。 

・大阪事務所では，下記の取組により宮

城のＰＲを行った。 

 観光情報の収集・発信：旅行会社（12

社）を訪問しての観光客送客依頼等 

宮城県観光物産展の開催支援，宮城県

の臨時観光案内所の設置，観光コーナ

ーの設置（延べ 34 回） 

東北 6 県観光展の開催 

 仙台・宮城ＤＣでの観光キャラバンの

実施支援 

観光立県みやぎ戦略推

進事業（再掲） 

（観光課） 

540 

（365） 

観光地づくりへの観光関係団

体，観光関連事業者だけでなくそ

の他の産業の従事者や県民に参加

を促進するための取組を実施す

る。 

・みやぎ観光創造県民条例に基づき設置

する，有識者，観光関連事業者，関係団

体，ボランティア等の県民による県民会

議を開催し（２回），「観光王国みやぎ」

実現のための施策等についての意見聴

取を行った。第２回目においては，25

年度中の策定を予定している第 3期観光

戦略プランに向けての意見を聴取した。 

道路整備事業（再掲） 

（道路課） 

11,090,000 

(10,948,040) 

 交通体系を整備し，観光地への

アクセスを容易なものとする。 

・三陸縦貫自動車道，常盤自動車道，み

やぎ県北高速幹線道路等の道路網の整

備 

観光地案内板等の設置

（再掲） 

（道路課） 

- 
 交通体系を整備し，観光地への

アクセスを容易なものとする。 

・東日本大震災により,看板設置計画に

ついて一時中止。 

 今後,新たなまちづくりとの整合を図

りながら,看板設置計画を策定してい

く。 

みやぎのボランティア

ツーリズム推進事業 

（観光課） 

56,000 

(55,969) 

観光の再生のため，市町村におけ

るボランティアツアー受入のため

の態勢整備，震災の経験を伝える

教育旅行，研修旅行の受入のため

の態勢整備を行う。 

・「みやぎ観光復興支援センター」設置

の 2ヶ年度目。旅行会社や学校，企業に

対し，ボランティアツアーや学習プログ

ラムに関わる情報を提供。今年度は整備

の進んでいる「語り部」などとのマッチ

ング実績が増加。 

H24マッチング実績 372団体，13,062人 

（うち，関東以西は 158団体，4,587人） 
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（５）アクティブ・シニア等の受入態勢充実プロジェクト 

今後増加が見込まれるアクティブ・シニア，障害者の方などにとって訪れやすい観光地となるよう施

設整備や観光を支援する人材を育成する取組を実施したもの。 

  平成 24 年度は，平成 24 年 10 月に開催された「ねんりんピック宮城・仙台 2012」において，旅行会

社に選手団向けのオプショナルツアーの提案を行ったほか，大会会場内に臨時観光案内所を設置して県

内の多様な魅力ある観光地をＰＲした。 

  また，仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーンにおいて，多くの方々に本県を訪れていただけるよう，

「大人の休日倶楽部」をはじめとして，アクティブ・シニアの方を対象とするプロモーションを行った。 

 （単位：千円） 

事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

インターネットによる

観光情報の提供（再掲）

（観光課） 

1,723 

（1,556） 

インターネットを活用して宮城

の観光の魅力を発信し，宮城県への

誘客を図る。 

・ホームページに観光情報データベース

や観光地の画像を提供するシステムを運

営し，本県の観光の魅力を全国に発信 

「みやぎ伊達な観光マップ」アクセス数 

23万 8,220件 

「デジタルフォトライブラリー」ダウン

ロード件数 31,636件 

ねんりんピック宮城・

仙台大会の開催 

（ねんりんピック推進

室，観光課等） 

0 

(0) 

 平成２４年秋に開催されるねん

りんピック宮城・仙台大会を契機と

する宮城県への観光に係る取組を

行う。 

・各種イベントにおいて，ねんりんピッ

クのＰＲを行ったほか，大会期間中は会

場内などに，臨時観光案内所を設置し，

観光案内を行った。 

・旅行会社に選手団向けのオプショナル

ツアーを提案し，大会をきっかけとした

県内観光の促進を図った。 

・選手団をおもてなしの心でお出迎えす

るため，選手団臨時団体列車で，市町村

とともにちょっぴりプレゼントを実施す

るとともに，仙台駅ではおかみ会ととも

に，お出迎えを行った。 

観光立県みやぎ戦略推

進事業（再掲） 

（観光課） 

540 

（365） 

観光地づくりへの観光関係団体，

観光関連事業者だけでなくその他

の産業の従事者や県民に参加を促

進するための取組を実施する。 

・みやぎ観光創造県民条例に基づき設置

する，有識者，観光関連事業者，関係団

体，ボランティア等の県民による県民会

議を開催し（２回），「観光王国みやぎ」

実現のための施策等についての意見聴取

を行った。第２回目においては，25 年度

中の策定を予定している第 3 期観光戦略

プランに向けての意見を聴取した。 

みやぎ観光戦略受入基

盤整備事業（再掲） 

（観光課） 

48,000 

（45,497） 

 高齢者，子どもづれの人，外国人

等，あらゆる観光客の安全な利用に

配慮した自然公園施設の再整備や，

観光客が広域的に移動しやすい環

境整備のため，観光案内板等を整備

する。 

・蔵王秋山沢線の登山道整備を行った。 

・蔵王エコーラインと接続する澄川の観

光道路の補修を行った。 

・面白山・刈田岳・硯石線登山道整備の

ための測量設計を行った。 

・広域観光案内板の表示修正（震災で休

廃止している施設の注意表示）を行った。

また，ミニ観光案内所の看板デザインを

H25 デスティネーションキャンペーンの

コンセプトデザインに一新した。 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

仙台・宮城観光キャン

ペーン推進事業（再掲） 

（観光課） 

0 

(0) 

※県負担金

は，Ｈ２３

度予算で対

応（60,000

千円） 

県内外の一般消費者及び旅行エ

ージェントや報道関係者などに対

し，本県の観光の情報や復興の状況

を正確に伝えることにより観光客

の誘致を図るため，関係自治体等と

協力して短期集中型の観光キャン

ペーンを実施する。 

・翌年に控えた DCのプレキャンペーンと

して，仙台・宮城【伊達な旅】春キャン

ペーンを開催した。また，DCに向けては，

全国販売促進会議，旅行商品造成キャラ

バン，販売促進キャラバンなどを実施す

るとともに，市町村や民間団体と一体と

なって，観光資源を磨き上げ，旅行商品

への提案（提案数 1,124件）を行うなど，

事前の準備活動を行った。 

・DC を契機として，多くの方々に本県を

訪れていただけるよう，「大人の休日倶楽

部」をはじめとして，アクティブ・シニ

アの方を対象とするプロモーションを行

った。 
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（６）震災復旧・復興関連事業 

東日本大震災により，観光施設等に甚大な被害が発生し，観光自粛ムードの蔓延や風評被害などによ

り，観光客が大幅に減尐した。 

平成 24年度は，国内外からの観光客の誘致を進めるため，平成 23年度に引き続き，被災した観光施

設の再建支援を継続するとともに，平成 24 年 4 月から 6 月にかけて実施した仙台・宮城【伊達な旅】

春キャンペーンのほか，首都圏及び東北域内でのキャラバン活動や「宮城観光復興支援センター」での

ボランティアツアーの情報提供・マッチングを通じてみやぎの観光の「安全・安心」を強く国内外に発

信し，観光自粛や風評被害の影響の早期払拭に努めた。 

  （単位：千円） 

事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

観光復興緊急対策事業

（観光課） 

14,500 

(12,875) 

震災の発生に伴う旅行のキャン

セルや風評，自粛等により県内の

観光業界に多大な影響が出ている

ことから，正確な観光情報の提供

を行い，観光客の誘致を進めるも

の。 

・旅行雑誌マップルや新聞等への広告掲

載を行った。また，コンベンション協会

と一体となって，県内へのコンベンショ

ンの誘致を行った。（一部は，復興調整

事業：みやぎ観光プロモーション活性化

事業に統合して実施） 

みやぎ観光復興イメー

ジアップ事業 

（観光課） 

7,500 

(2,954) 

震災の発生により，県内観光に

大きな影響が生じていることか

ら，JR 等と連携した首都圏等での

PR活動を行う。 

・プロスポーツ 3チームと連携した観光

PR を行うとともに，JR 主要駅での観光

復興をアピールするイベントを開催し

た。（一部を復興調整費：みやぎ観光プ

ロモーション強化事業に振り替えた） 

観光復興イベント開催

事業 

（観光課） 

4,500 

(3,000) 

震災の影響により国内観光を手

控えている県外の観光客に対し

て，首都圏等で開催するイベント

に対して，補助するもの。 

・県外で開催される本県の観光の PR を

目的とするイベントに対して，補助した

（2件） 

みやぎ観光域内流動緊

急対策事業 

（観光課） 

2,000 

(0) 

県内の域内流動の活性化を図る

ため，県内各地を周遊する旅行商

品の企画や造成を支援するもので

ある。 

・復興調整費事業であるみやぎプロモー

ション活性化事業に統合して実施した。 

みやぎのボランティア

ツーリズム推進事業（再

掲） 

（観光課） 

56,000 

(55,969) 

観光の再生のため，市町村にお

けるボランティアツアー受入のた

めの態勢整備，震災の経験を伝え

る教育旅行，研修旅行の受入のた

めの態勢整備を行う。 

「みやぎ観光復興支援センター」設置の

2ヶ年度目。旅行会社や学校，企業に対

し，ボランティアツアーや学習プログラ

ムに関わる情報を提供。今年度は整備の

進んでいる「語り部」などとのマッチン

グ実績が増加。 

H24マッチング実績 372団体，13,062人 

観光施設再生支援事業

（観光課） 

1,500,000 

(239,165) 

震災で被災した観光施設の再建

を行う事業者が要する経費について

補助金を交付するもの。 

・主に旅館・ホテル等宿泊施設に対して交

付決定 57件 

中小企業等グループ施

設等復旧整備補助事業

（新産業振興課等） 

114,000,000 

(10,046,351) 

 

※観光課所

管の H23繰

越分・H24

の確定額 

(2,863,855) 

震災により甚大な被害を受けた

地域において，県の認定する中小

企業等グループの復興事業計画に

ついて，国及び県が支援すること

により，「産業活力の復活」，「被災

地域の復興」，「コミュニティの再

生」，「雇用の維持」等を図り，県

内産業の復旧及び復興を促進す

る。 

・震災により被災した中小企業等のグル

ープの施設・設備の復旧・整備に係る整

備資金を助成 

（交付決定：114 グループ，2,278 社 

1,362億円 

 うち主に観光業を中心としたグルー

プ 14グループ 232社） 

自然公園施設災害復旧

事業 

（観光課） 

70,000 

(44,465) 

震災により被害を受けた県内の観

光施設の復旧と施設整備を推進す

る。 

・仁王島の復旧工事は計画通り施行。管

理道路復旧工事は，入札不調により施行

着手が遅れ，渡月橋復旧工事は資材等の

不足により進捗が遅れ，それぞれ繰越とな

っている。 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

仙台・宮城観光キャンペ

ーン推進事業（再掲） 

（観光課） 

0 

(0) 

※県負担金

は，Ｈ２３

度予算で対

応（60,000

千円） 

県内外の一般消費者及び旅行エ

ージェントや報道関係者などに対

し，本県の観光の情報や復興の状

況を正確に伝えることにより観光

客の誘致を図るため，関係自治体

等と協力して短期集中型の観光キ

ャンペーンを実施する。 

・翌年に控えた DC のプレキャンペーン

として，仙台・宮城【伊達な旅】春キャ

ンペーンを開催した。また，DC に向け

ては，全国販売促進会議，旅行商品造成

キャラバン，販売促進キャラバンなどを

実施するとともに，市町村や民間団体と

一体となって，観光資源を磨き上げ，旅

行商品への提案（提案数 1,124件）を行

うなど，事前の準備活動を行った。 

海外交流基盤再構築事

業 

（国際経済・交流課） 

0 

（0） 

震災により大幅に減尐した外国

人観光客の誘致を図るため，本県

がこれまで築いてきた海外自治体

等との交流基盤を活用し，海外政

府要人の来県を働きかける。 

・海外からの賓客等の受入 31件 

・復興 PRのための職員派遣 3件 

海外交流基盤強化事業

（国際経済・交流課） 

４,046 

(5,417) 

中国吉林省，米デラウェア州，

露ニジェゴロド州等外国政府等と

の関係を強化するため，訪問団の

派遣や受入れを行う。併せて，訪

問団への地元経済界の参加を促す

ことにより，本県の PR等を効果的

に実施し，企業の販路開拓を下支

えする。 

・友好県省州等海外自治体への職員，訪

問団の派遣 5回 

・友好県省州等海外自治体からの職員，

訪問団の受入 3回 

みやぎ観光復興誘客推

進事業 

（観光課） 

6,000 

(3,800) 

本県への観光客の誘致の促進を

図るため，旅行会社に対し，復興

段階に合わせた旅行商品の造成及

び催行や，事業の実施に要する経

費を補助するとともに，復興ツー

リズムの確立に向けた関係者の招

請事業を行う。 

・首都圏から本県への観光客の誘客を進

めるため，仙台・宮城単独商品を造成す

る場合に，観光 PR 記事掲載に対する助

成を行った（造成本数 13 本） 

みやぎ観光復興再生モ

デル事業 

（観光課） 

0 

(98,798) 

※Ｈ２３年

度からの繰

越事業 

震災により大幅に減尐している

観光客の誘致を図るため，仙台・

宮城観光キャンペーン推進協議会

や宮城県観光連盟と連携して，誘

客のためのモデル事業を推進す

る。 

・仙台・宮城観光キャンペーン推進協議

会と一体となって観光ＰＲを実施した。

また，市町村と一体となって，観光資源

の再構築に取り組んだ。 

仙台空港を活用した誘客活動に取り

組んだ。（就航地での観光 PR 3地域） 

震災後のパンフレットを制作すると

ともに，雑誌・新聞等への記事掲載など

により正確な観光情報の提供を行った。 

気仙沼・南三陸震災復興

キャンペーン！首都圏

誘客キャラバン事業 

（富県宮城推進室） 

3,995 

(3,763) 

気仙沼・南三陸の復興をアピー

ルし，観光客を誘致するため，宮

城県が気仙沼，南三陸の観光関係

者等と連携し，復興アピール，特

産品の試食，物産展，南三陸の語

り部による講演等を行う気仙沼・

南三陸震災復興キャンペーンを首

都圏で開催する。 

・平成 24 年 5 月 5 日～6 日の 2 日間，

首都圏（銀座 TS ビル）にて，復興キャ

ンペーンを実施した。（来場者 7,800人） 

みやぎ観光プロモーシ

ョン活性化事業 

（観光課） 

23,548 

(21,140) 

県内の観光関係者と農商工関係

者が連携して民間主体のキャラバ

ン隊を派遣し，首都圏及び東北域

内において，宮城及び岩手，福島

の観光の安全・安心と復興を直接

的にＰＲすることにより観光客の

誘致を図る。 

・震災による風評等の影響を払拭するた

め，首都圏及び東北域内でのキャラバン

活動を行うとともに，県内の観光客の流

動性を高めるため，広報と一体となった

旅行商品造成や連泊キャンペーンを実

施した。 

みやぎ観光誘客加速化

事業 

（観光課） 

10,417 

(9,839) 

本県への観光客の誘致を図るた

め，被災地における震災研修に県

内観光を加えた「復興ツーリズム」

の確立に向けた旅行商品造成や地

域の観光資源の磨き上げを行う。 

・沿岸部における観光支援のため，旅行

会社の担当者を招請した復興ツーリズ

ム招請事業を実施した。また，風評によ

る影響の大きい仙南地域を対象とした

宝探し事業を実施した。 
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事業名 

（担当課） 

当初予算額 

（決算見込額） 

実施状況   

事業概要 平成２４年度実施状況 

仙台空港利用促進事業

（空港臨空地域課） 

44,777 

(44,424) 

仙台空港の路線充実・拡大のた

めエアポートセールスを実施する

ほか，航空機を使った旅行需要を

喚起するための利用促進事業を実

施する。 

 また，仙台空港の更なる活性化

を図るため，国の空港経営改革の

推進に合わせた空港と三セクの経

営一体化及び民間運営委託を実現

する。 

・知事及び副知事によるトップセールス

4 件を含めたエアポートセールスを 82

件（～2 月末）実施した結果，平成 25

年度から国内線 2社，国際線 1社の新規

就航が決定した。 

 また，経営一体化及び民間運営委託の

実現に向けた検討，関係機関との調整を

進めるとともに必要な情報データを整

理した。 

 また，東アジアに向けて，旅行需要喚

起につながる情報を SNS や TV を活用し

て発信した。 

 

５ 基本計画の実施状況の検証 

 

 ・平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による壊滅的な被害と福島第一原子力発電所発事故の

影響を受けて，平成 23年の観光客入込数は前年比約３割減の 4,316万人まで落ち込んだ。発災以降，県

では本県の観光に元気を取り戻すため，被災した宿泊施設等の集客施設の復旧支援を行うとともに，

観光キャンペーンを実施するなど，国内外からの観光客の誘致に努めてきた。 

 

 ・震災復興２年目となった平成 24年度の施策展開は，観光施設の復旧支援の継続や正確な観光情報の発信，

平成 25年春に開催するＤＣのプレキャンペーンの官民一体となった推進のほか，新たな観光ルートの構築，

インバウンド（外国人旅行客の誘致）への対応強化，震災の経験を生かした観光復興の取組等を進め，多様

な魅力を有するみやぎの観光の再生に取り組んだ。 

 

 ・平成 24年度は，被害が比較的尐なかった内陸部等に加え，本格的な復興は未だ緒に就いたばかりである

ものの，甚大な被害を受けた沿岸部においても，被災地支援の機運の高まりを背景とした復興支援のボラン

ティアツアーや震災の経験を伝える語り部ガイドによる観光客の受け入れが行われるなど，観光復興への取

組が広く全県で行われた。 

 

 ・その結果，平成 24 年の「観光入込客数」は 5,144 万人で，前年比約２割，828 万人の増加となった。し

かし，震災前の平成 22 年(6,127 万人)と比べると 84％の水準であり，回復傾向にはあるものの，回復のス

ピードは鈍く，原発事故の風評被害や宿泊施設等の復旧の遅れなど，本県の観光を取り巻く環境は依然とし

て深刻である。 

 

 ・しかしながら，本県を訪れた観光客を対象に行った調査では，「旅行に対する東日本大震災の影響がなか

った」という回答が約 87％に上り，また，平成 24 年度の仙台空港の利用客数が約 270 万人と平成 22 年度

の実績を上回るなど，観光施設等の再生・復旧や正確な観光情報の発信に取り組んできた成果は徐々に現れ

てきていると考えられる。 

 

 ・以上のことから，平成 24 年度は，東日本大震災の影響で落ち込んだ観光客を震災前の水準に回復させる

ための施策を的確に展開してきたものと判断する。 


